











デザイ ン教育 は様々な分野,様 々な角度
からなされてい るが,私 が担当する造形実
習では ドレイピングを導入 した実習 を行 っ
ている。ここで用いる ドレーピングとは,
通常使われてい る立体裁断の意味で はな く,
一枚布 をカッ トせずにピンを用いて造形す
るDreapedinfabricの意味 であ る。 実習
では可能な限 り素材 を用い,そ れ らの特性
や表現 を見極 めて造形する中に,無 限の可
能性 を追求する。そして ドレーピングのテ
クニ ックを高めることは勿論であるが,造
形することによ り各 自の内在す る感覚を揺
すぶ り,創 造力 を高め,表 現力 を養いよ り






--25m以上の布 を使 ってマヌカ ンや身近に
ある机や椅子,壁 面,更 に空間に挑み,無
か ら有を求めて自由奔放 に造形 させ る。最
初は四つ切 りケン ト紙で作 られた正立方体
を使 って2mの 布 を掛けた り,垂 らした り,
とめた りして造形 させる。この段階で学生
が布素材の持つ魅力を感知 し布 の ドレープ
性や可塑性等の特性 を知 るよう導 くと共に
ドレーピングの基礎的テクニックを把握さ
せる。次いでマヌカ ンや壁面 を使 って面や
線の面白さ,布 の蔭影 をねらった作 品を作
らせてデ ッサ ンさせる。遠近法や構 図に も


































時間の後半 は,そ の日に指導 したテクニッ
クを使 って自由作品を作 らせる。マヌカン
のポーズに合ったデザイン。布が余 り過 ぎ
た時の処理の工夫,ま た足 りな くなった時
のデザインのまとめ方など試行錯誤をする




をテーマ とす る。 またデザイン画 を描かせ
その ドレスをマヌカ ンに ピンアップさせる。
10m～18mの布を使 ってA学 生のはBとC
学生が ピンアップ をす る。BとC学 生 に
ついて も同様である。そ して次週 は学生自
身がモデルになる。一枚布 を生身の体 にピ







ザインをと二方向か ら造形実習 を行 ってき
たが,そ の結果短時間で作 品の完成 を見る
ことがで きるので数多 くのデザ インを試み
ることがで きるか ら,デ ザインを志す学生






(ボデ ィー とサテ ン地6m使 用)
(カー テン とマヌカ ン。キ ュプラ裏地25m使用)
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